




Binding of Arsenic to Erythrocytes of Rats in vivo and in vitro






































































































































































































唐≠高垂撃 1hrb｝ 3hrb） 6hrb）
Arsenic
狽窒奄盾?奄р
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@73．7％
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@69．6％4
Red　blood
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26．33±3．34
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30．00±8．14
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Red　blood
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Sodium
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@59．7％3
Red　blood
モ?撃
19．67±0．24
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a）One　ml　of　blood　was　incubated　with　arsenic　compound　equivalent　to　100μg　of　As
　　37℃for　1－6　hr．　b）Incubation　time．　c）Monomethylarsonic　asid．　d）Dime－
　　thylarsinic　asid．
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Fig．　2：Distribution　of　arsenic　in　blood　of　rats
（in　ViVO　teStS＊）
考 察
　4種のヒ素化合物を経口投与し，5～6時間後
および24時間後に血中濃度を測定した結果，いず
れも総血中ヒ素量の90％以上が血球に含まれてい
た．このうち三酸化ヒ素投与群は投与量が少ない
にもかかわらず，もっとも高い血中濃度を示し，
ヒ酸ナトリウム投与群はこれに次ぐ血中濃度と
なった．MMAAやDMAA投与群では低い血中
濃度であった．これら4種のヒ素化合物の吸収，
排泄を相互に比較した報告はみあたらないが，無
機ヒ素投与群とメチル化ヒ素投与群の血中濃度の
差は5～6時間ですでにあらわれているので，恐
らくメチル化ヒ素の吸収は少なかったとみられ
る．これらの化合物の毒性については三酸化ヒ素
がもっともつよく，ヒ酸ナトリウムがこれに次ぎ，
メチル化ヒ素の毒性は低い．このようなことと今
回示された血中濃度とはよく相関していると思わ
れる．
　1n　vltro　におけるヒ素の血球への移行は　in
vivoと比較すると極めて低く，6時間のインキュ
ベーションでもMMAA群がもっとも多かった
が，それでも総血中ヒ素量の47．5％が赤血球に検
出されたにすぎなかった．インキュベーション1
時間値と6時間値を比較しても約2倍の増加にす
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One　ml　of　blood　was　incubated　with　arsenic　compound
equiv lent　to　100　Mg　of　As　at　3アoC　for　1－6　hr・
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Fig．3：Distribution　of　arsenic　in　blood　o　f　rats
　　　（in　VitrO　teStS牟）
ぎず，インキュベーション時間の延長による血球
への移行の増加はあまり期待できない．
　ヒト血液を用いた実験ではあるがメチル水銀に
ついてin　vitro実験を行った例5）ではインキュ
ベーション15分ですでに90％以上が赤血球へ取り
込まれたという．このようなことから，ヒ素の場
合in　vivoにおける血球移行には特別なしくみが
存在するのかもしれない．
　Vahter　4）はラットおよびマウスの血液を用い
て，3価ヒ素As（III）と5価ヒ素As（V）のin　vitro
における血球への移行を調べている．それによる
と，1時間のインキュベーションでラットの場合，
As（III）が57％に対しAs（V）は7％，マウスで
もAs（m）が52％に対しAs（V）は11％とラット
とマウスとの間にヒ素の血球移行率に差はなかっ
た．しかしAs（V）の移行率が著者らの成績と比
較して著しく低い．この実験ではヒ素の添加量が
記されていないので，著者らの成績との相違の理
由はわからない．しかしいずれにしてもin　vitro
におけるヒ素の血球への移行が少ないことを示し
ているといえる．
松本歯学　8（1）1982
　石崎2）によると赤血球に見い出されたヒ素は大
部分が血球内にあり，膜にはあまり検出されな
かったという．したがってヒ素が血球膜を通過す
る過程で膜酵素に何らかの作用を及ぼし，膜抵抗
の低下をもたらすと考えられる．in　vivo実験と
in　vitro実験において三酸化ヒ素の赤血球膜浸透
圧抵抗の低下作用に一致した成績が得られなかっ
たのは，ヒ素化合物の赤血球への移行のしくみに
関して両者に質的な違いがあるのかもしれない．
ま　　と　　め
　三酸化ヒ素，ヒ酸ナトリウム，モノメチルヒ酸
ナトリウム，ジメチルヒ酸ナトリウムの4種のヒ
素化合物についてラット赤血球への移行をin
vivoおよびin　vitro実験を行って調べた．その結
果，in　vivo実験においては，ヒ素は経口投与5
～6時間後で血中総ヒ素量の90％以上，24時間後
では99％以上が赤血球に検出されたのに対し，in
vitro実験では6時間のインキュベーションに
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よって30．4％～47．5％が血球に移行したにすぎな
かった．
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